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私と国有林「コーディネーターとしての

森づくりから学んだこと」
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「民有林・国有林が連携した
先進的・先導的な取り組みの推進」

企 画 調 整 室 長
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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
森
林
・
林
業

基
本
計
画
、
管
理
経
営
基
本
計
画
及
び
昨

年
12
月
に
公
表
さ
れ
た
森
林
・
林
業
再
生

プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
、
民
有
林
・
国
有
林
の

一
層
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
地
球
温
暖
化

の
防
止
や
生
物
多
様
性
の
保
全
を
は
じ
め

と
す
る
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
多
様
で

活
力
あ
る
森
林
の
整
備
や
木
材
の
安
定
供

給
、
国
有
林
の
技
術
力
を
活
か
し
た
先
進

的
・
先
導
的
な
取
組
等
を
行
い
ま
す
。

・

多
様
で
健
全
な
森
林
の
整
備
・
保
全

を
図
る
た
め
、
保
育
間
伐
な
ど
を
実
施

し
、
長
伐
期
化
、
複
層
林
化
、
天
然
力

の
活
用
等
に
よ
る
針
広
混
交
林
化
等
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

・

森
林
吸
収
目
標
１
，
３
０
０
万
炭
素

ト
ン
の
達
成
に
向
け
て
、
吸
収
源
と
し

て
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
森
林
を
効
率
的
か

つ
確
実
に
増
や
す
た
め
に
、
森
林
整
備

事
業
や
保
安
林
整
備
事
業
に
よ
る
間
伐

等
の
着
実
な
実
施
に
努
め
ま
す
。

・

林
道
等
路
網
整
備
に
つ
い
て
は
、
森

林
の
適
正
な
整
備
・
保
全
を
推
進
す
る

た
め
計
画
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

現
地
に
即
し
た
工
種
・
工
法
の
採
用
、

低
コ
ス
ト
化
の
推
進
、
間
伐
材
等
木
材

の
利
用
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

・

国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
計
画
的
か
つ
効
率
的

に
治
山
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

・

第
４
次
流
域
管
理
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
平
成
22
～
平
成
24
年
度
）

の
着
実
な
実
施
を
通
じ
、
国
の
森
林
・

林
業
施
策
の
紹
介
、
民
有
林
・
国
有
林

が
連
携
し
た
取
り
組
み
な
ど
を
積
極
的

に
行
い
ま
す
。

・

民
有
林
・
国
有
林
が
連
携
し
た
森
林

共
同
施
業
団
地
の
設
定
等
に
よ
り
、
効

率
的
な
路
網
整
備
や
間
伐
等
の
森
林
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

・

野
生
生
物
に
よ
る
農
林
業
被
害
を
軽

減
し
野
生
生
物
と
の
共
存
を
図
る
た
め
、

民
有
林
と
の
連
携
を
図
り
、
効
果
的
な

被
害
軽
減
手
法
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

・

原
生
的
な
天
然
生
林
や
貴
重
な
野
生

動
植
物
が
生
息
・
生
育
す
る
森
林
に
つ

い
て
は
、
保
護
林
や
緑
の
回
廊
の
設
定
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
通
じ
た
保
全
・

管
理
を
推
進
し
ま
す
。

・

赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
連

携
に
よ
る
生
物
多
様
性
保
全
等
の
自
然

再
生
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

・

林
業
と
生
物
多
様
性
保
全
の
両
立
を

図
る
オ
オ
タ
カ
モ
デ
ル
森
林
や
、
イ
ヌ

ワ
シ
の
生
息
環
境
を
保
全
す
る
森
林
施

業
の
調
査
等
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

進
め
ま
す
。

・

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
す
小
笠

原
諸
島
の
保
全
・
管
理
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
「
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保

全
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
移
入
種
対

策
の
強
化
や
利
用
ル
ー
ル
の
定
着
化
を

図
り
、
適
切
な
保
全
・
管
理
を
推
進
し

ま
す
。

・

民
有
林
と
連
携
し
な
が
ら
、
簡
易
で

壊
れ
に
く
い
作
業
路
の
普
及
・
定
着
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
路
網
と
高
効
率

な
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
間
伐
や
、
植

え
付
け
作
業
効
率
が
よ
い
コ
ン
テ
ナ
苗

を
活
用
し
た
低
コ
ス
ト
造
林
の
実
践
・

実
証
に
努
め
ま
す
。

・

木
材
の
安
定
供
給
体
制
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
小
径
材
の
大
ロ
ッ
ト
化
、

林
地
残
材
の
チ
ッ
プ
原
料
へ
の
活
用
等

に
よ
り
木
材
利
用
率
の
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。

・

赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
や
高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を

通
じ
た
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
に
対
す
る
継
続
的
な
情
報

の
提
供
、
率
直
な
意
見
や
要
望
を
い
た

だ
く
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
双
方
向
の

情
報
意
見
の
交
換
を
推
進
し
ま
す
。

・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
企
業
等
に
よ

る
自
主
的
な
森
林
整
備
活
動
等
を
支
援

す
る
た
め
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
「
社
会

貢
献
の
森
」
「
遊
々
の
森
」
等
の
協
定

締
結
に
よ
る
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

・

地
元
産
業
の
振
興
等
に
資
す
る
国
有

林
野
の
貸
付
け
や
売
払
い
、
分
収
林
制

度
の
活
用
等
を
通
じ
て
地
域
振
興
へ
の

寄
与
に
努
め
ま
す
。

平成２２年５月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７４号（２）

「
民
有
林
・
国
有
林
が
連
携
し
た

先
進
的
・
先
導
的
な
取
り
組
み
の
推
進
」

企
画
調
整
室
長

氷

見

章

公
益
的
機
能
発
揮
に
向
け
た
取
組

民
有
林
と
連
携
し
た

先
進
的
・
先
導
的
な
取
組

生
物
多
様
性
の
保
全

森
林
施
業
の
低
コ
ス
ト
化
と

木
材
の
安
定
供
給

国
民
の
森
林
と
し
て
の
管
理
経
営

低コスト作業路

小笠原諸島（父島）



４
月
１
日
付
け
で
、
小
林
裕
幸
局
長

が
退
任
し
、
新
局
長
と
し
て
臼
杵
徳
一

氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

小
林
局
長
は
、
農
林
水
産
省
大
臣
官

房
協
同
組
合
検
査
部
長
か
ら
平
成
20
年

４
月
に
当
局
長
に
就
任
し
、
在
任
期
間

は
２
年
間
で
し
た
。

４
月
２
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た
離
任

式
で
小
林
前
局
長
か
ら
職
員
を
前
に
、

次
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

「
我
々
の
仕
事
は
、
長
年
先
輩
方
が

育
て
残
し
て
く
れ
た
国
有
林
の
山
を
し
っ

か
り
と
管
理
し
て
、
後
輩
の
世
代
に
残

し
て
行
く
こ
と
が
仕
事
で
あ
り
、
一
番

の
原
点
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
２
年
間
の
中
で
、
署
の
皆
さ
ん

や
森
林
官
の
皆
さ
ん
と
も
話
す
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
一
生
懸

命
仕
事
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

良
い
山
を
残
す
と
い
う
皆
さ
ん
の
気
持

ち
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
て
、
引

き
続
き
山
づ
く
り
に
ご
尽
力
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
は
そ
の
よ
う
な
職
員
の
皆

さ
ん
と
働
け
た
こ
と
を
大
変
、
誇
り
に

思
い
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
の

お
別
れ
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

４
月
５
日
（
月
）
に
臼
杵
新
局
長
か

ら
訓
辞
が
あ
り
、
「
国
有
林
野
事
業
を

担
当
す
る
の
は
、
平
成
8
年
に
旧
東
京

営
林
局
の
総
務
部
長
と
し
て
、
平
成
12

年
に
は
林
野
庁
国
有
林
野
部
管
理
課
長

と
し
て
勤
務
し
て
お
り
、
今
回
の
関
東

森
林
管
理
局
長
で
通
算
3
回
目
の
勤
務

と
な
り
ま
す
。

私
が
仕
事
を
進
め
る
上
で
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
い
る
こ
と
が
４
点
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
外
へ
の
発
信
力
を
強
化
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
国
内
の
山
村

や
森
林
・
林
業
の
実
態
が
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
な
ど
の
情
報
を
、
分
か
り
や

す
く
丁
寧
な
言
葉
で
説
明
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
番
目
は
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
良
く

し
て
ほ
し
い
。
足
を
運
べ
ば
運
が
向
い

て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ

け
色
々
な
と
こ
ろ
へ
自
ら
出
向
き
、
対

応
す
る
よ
う
お
願
い
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

３
番
目
は
、
今
、
「
森
林
・
林
業
再

生
プ
ラ
ン
」
と
い
う
大
き
な
仕
掛
け
が

動
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
関
東
森
林
管
理
局
と
し

て
何
が
で
き
る
か
、
自
分
の
担
当
し
て

る
仕
事
が
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
か
な

ど
、
常
に
俯
瞰
的
な
視
点
か
ら
判
断
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

最
後
に
、
で
き
る
だ
け
皆
さ
ん
ポ
ス

ト
を
一
つ
上
の
つ
も
り
で
仕
事
に
向
き

あ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
、
関
東
森
林
管
理
局
の

最
新
の
状
況
を
学
び
、
国
民
の
財
産
で

あ
る
国
有
林
を
し
っ
か
り
守
り
育
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
気
軽
に

私
の
部
屋
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
り

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
」
と
の
着
任
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

（
総
務
課
）

（３）平成２２年５月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７４号

新
局
長
に

臼
杵

徳
一

氏

（
４
月
１
日
付
け
）

臼杵 徳一
関東森林管理局長

関
東
森
林
管
理
局
長

臼
杵

徳
一

う

す

き

と

く

い

ち

〈
略

歴
〉

出

身

兵
庫
県

昭
和
53
・
４

農
林
省
入
省

平
成
元
・
４

栃
木
県
農
務
部
農
業
経
済
課

長
等
を
経
て

平
成
8
・
１

東
京
営
林
局
総
務
部
長

平
成
9
・
７

自
治
省
大
臣
官
房
地
域
政
策

室
長

平
成
11
・
７

食
品
流
通
局
野
菜
流
通
課
長

平
成
12
・
６

林
野
庁
国
有
林
野
部
管
理
課

長

平
成
14
・
１

総
合
食
料
局
食
料
政
策
課
長

平
成
15
・
１

農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局

総
務
課
長

平
成
16
・
７

九
州
農
政
局
次
長

平
成
20
・
４

（
独
）
農
畜
産
業
振
興
機
構

理
事

平
成
22
・
４

関
東
森
林
管
理
局
長

退任の挨拶をする小林前局長

着任の挨拶をする臼杵新局長



高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
は
、
一
般
公
募
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
と
依
頼
を
受
け
て
行
う
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
は
公
募
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

を
12
回
行
い
、
５
０
０
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
野
草
観
察
に
始
ま
り
カ
メ
ラ
ス

ケ
ッ
チ
ン
グ
、
森
林
カ
レ
ッ
ジ
Ⅰ
～
Ⅳ
、

子
ど
も
樹
木
博
士
、
炭
焼
き
体
験
な
ど
様
々

な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
森
林
に
触
れ
合

い
な
が
ら
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

依
頼
を
受
け
て
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
小

学
校
12
校
、
中
学
校
３
校
、
幼
稚
園
、
保

育
園
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
京
連
盟
な
ど

21
団
体
、
延
べ
１
，
９
１
４
名
の
方
に
森

林
の
働
き
な
ど
の
講
義
、
間
伐
や
炭
焼
き

な
ど
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
み
ど
り
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
、
森
林
の

市
、
も
み
じ
祭
、
森
林
走
遊
学
な
ど
に
参

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
１
階

の
木
工
体
験
室
に
お
い
て
も
ク
ラ
フ
ト
体

験
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
森
林
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
東
京
会
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
推

進
事
業
（
委
託
）
に
お
い
て
も
多
く
の
方

が
参
加
し
、
日
影
沢
の
ウ
ッ
デ
ィ
ハ
ウ
ス

愛
林
、
当
セ
ン
タ
ー
展
示
室
の
絵
画
・
写

真
等
は
来
場
者
に
好
評
で
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
の
中
で

も
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
森
林
・
林

業
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
重

要
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

従
来
は
１
日
だ
け
の
森
林
教
室
が
ほ
と
ん

ど
だ
っ
た
の
で
す
が
、
近
年
２
日
、
３
日

と
時
間
を
取
っ
て
い
た
だ
け
る
学
校
が
増

え
て
い
ま
す
。
横
浜
市
の
谷
本
小
学
校
で

は
、
事
前
学
習
と
し
て
学
校
で
２
回
、
高

尾
山
で
２
泊
３
日
の
宿
泊
学
習
を
行
い
、

内
容
は
講
義
、
間
伐
、
ベ
ン
チ
作
り
、
炭

焼
き
、
自
然
観
察
な
ど
様
々
な
こ
と
を
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
事
務
所
で
は
、
毎
年
、
森
林
教
室

を
受
け
ら
れ
た
小
学
生
を
対
象
と
し
て
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

21
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
谷
本

小
学
校
の
児
童
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

私
た
ち
に
と
っ
て
も
大
変
う
れ
し
い
出
来

事
で
し
た
。

新
年
度
が
始
ま
り
、
４
月
は
公
募
、
依

頼
イ
ベ
ン
ト
を
各
２
回
を
行
い
、
グ
リ
ー

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
楽
し
く
、
よ
り
内
容
の
あ

る
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
、
森
林
・
林
業
の

大
切
さ
を
少
し
で
も
多
く
の
方
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(

高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー)

平
成
22
年
度
の
一
般
公
募
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

は
、
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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平
成
22
年
度
関
東
森
林
管
理
局
の
安
全

祈
願
式
が
４
月
12
日
（
月
）
前
橋
市
元
総

社
町
の
上
野
総
社
神
社
に
お
い
て
、
臼
杵

局
長
、
長
口
総
務
部
長
、
河
野
森
林
整
備

部
長
及
び
関
係
課
長
等
が
出
席
し
、
厳
粛

の
う
ち
に
執
り
行
わ
れ
、
重
大
災
害
の
撲

滅
を
期
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ゼ
ロ
災

を
祈
願
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
に
お
け
る
当
局
の
労
働
災

害
の
発
生
件
数
は
13
件
で
、
前
年
度
に
比

較
し
２
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
災
害

の
主
な
原
因
は
、
転
倒
・
滑
落
な
ど
足
元

の
確
認
不
足
に
よ
る
も
の
や
交
通
事
故
に

よ
る
も
の
で
す
。

特
に
交
通
事
故
は
一
歩
間
違
え
れ
ば
重

大
災
害
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
危
険
性
を

は
ら
ん
で
い
る
の
で
、
公
私
を
問
わ
ず
、

安
全
運
転
・
防
衛
運
転
に
徹
し
、
交
通
事

故
の
撲
滅
に
向
け
て
一
層
の
取
り
組
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

(

職
員
厚
生
課
）

平成２２年５月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７４号 （４）

炭焼き体験

平
成
21
年
度
を
振
り
返
っ
て

森
林
教
室
に
つ
い
て

こども樹木博士・試験中

労
働
災
害
の
撲
滅
を
願
い

安

全

祈

願

安全祈願をする局幹部

気
持
ち
を
新
た
に

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/takao/ibent/ibent.html


４
月
６
日
（
火
）
各
森
林
管
理
署
等
へ

配
属
さ
れ
た
新
規
採
用
者
等
19
名
が
一
堂

に
会
し
、
新
規
採
用
研
修
の
開
講
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
所
属
先
で

職
業
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

先
輩
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

新
規
採
用
Ⅱ
種
（
写
真
前
列
右
か
ら
）

高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー

田
中
麻
衣
子

た

な

か

ま

い

こ

（
平
成
22
年
２
月
採
用
）

伊
豆
森
林
管
理
署

井
本

萌

い

も

と

も
え

東
京
神
奈
川
森
林
管
理
署

永
田

惟
人

な

が

た

の

ぶ

と

上
越
森
林
管
理
署

久
保
田
啓
介

く

ぼ

た

け
い
す
け

吾
妻
森
林
管
理
署

高
階

智
里

た
か
し
な

ち

さ

と

利
根
沼
田
森
林
管
理
署

江
口

隆
祥

え

ぐ

ち

た
か
よ
し

塩
那
森
林
管
理
署

濵

崇

は
ま

た
か
し

日
光
森
林
管
理
署

野
口

陽
平

の

ぐ

ち

よ
う
へ
い

会
津
森
林
管
理
署

荒
澤

佑
樹

あ
ら
さ
わ

ゆ

う

き

新
規
採
用
Ⅲ
種
（
写
後
列
右
か
ら
）

千
葉
森
林
管
理
事
務
所

小
栁

勝
志

お
や
な
ぎ

か

つ

し

天
竜
森
林
管
理
署

米
田

耕
真

よ

ね

だ

こ
う
し
ん

東
京
神
奈
川
森
林
管
理
署

山
口

和
昭

や
ま
ぐ
ち

か
ず
あ
き

茨
城
森
林
管
理
署

新
屋

将
希

し

ん

や

ま

さ

き

下
越
森
林
管
理
署

星

佳
奈

ほ
し

か

な

中
越
署
林
管
理
署

黒
木

康
平

く

ろ

き

こ
う
へ
い

磐
城
森
林
管
理
署

﨑

辰
紀

さ
き

た
つ
の
り

磐
城
森
林
管
理
署

池
谷

隆

い

け

や

た
か
し

会
津
森
林
管
理
署

星
野

要

ほ

し

の

か
な
め

福
島
森
林
管
理
署

有
賀

憲
一

あ

り

が

け
ん
い
ち

（５）平成２２年５月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７４号

計

画

部

長

石
澤

尚
史

い

し

ざ
わ

な

お

ふ
み

〈
略

歴
〉

出

身

青
森
県

昭
和
57
・
４

林
野
庁
入
庁

平
成
２
・
４

青
森
営
林
局
大
畑
営
林
署
長

平
成
４
・
４

函
館
営
林
支
局
企
画
調
整
室

長

平
成
８
・
８

林
野
庁
林
政
部
企
画
課
課
長

補
佐

平
成
13
・
４

岐
阜
県
基
盤
整
備
部
治
山
林

道
課
長

平
成
15
・
４

林
野
庁
森
林
整
備
部
森
林
保

全
課
課
長
補
佐

平
成
16
・
４

福
岡
森
林
管
理
署
長

平
成
18
・
１

林
野
庁
林
政
部
経
営
課
特
用

林
産
対
策
室
長

平
成
20
・
１

林
野
庁
林
政
部
経
営
課
林
業

労
働
対
策
室
長

平
成
22
・
４

関
東
森
林
管
理
局
計
画
部
長

幹
部
の
紹
介

４
月
１
日
付
け
（

）
は
前
職

関
東
森
林
管
理
局
課
長
等

▽
企
画
調
整
室
長

氷
見

章

（
林
野
庁
国
有
林
野
部
経
営
企
画
課
流
域
管
理

指
導
官
）

▽
総
務
部
総
務
課
長

目
黒

文
彦

（
企
画
調
整
室
監
査
官)

▽
計
画
部
指
導
普
及
課
長

大
藏

克
育

（
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
計
画
部
企
画
官
）

▽
赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
所
長

鈴
木

綾
子

（
外
務
省
国
際
協
力
局
国
別
開
発
協
力
第
一
課

課
長
補
佐
）

▽
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ

ー
所
長

原
田

正
明

（
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
対
策
室
長
）

森
林
管
理
署
長
等

▽
群
馬
森
林
管
理
署
長

今
井

英
策

（
四
国
森
林
管
理
局
総
務
部
長
）

▽
下
越
森
林
管
理
署
長

古
井

繁
男

（
北
海
道
森
林
管
理
局
函
館
事
務
所
長
）

▽
上
越
森
林
管
理
署
長

志
間

俊
弘

（
九
州
森
林
管
理
局
大
分
森
林
管
理
署
長
）

▽
静
岡
森
林
管
理
署
長

坂
元

邦
夫

（
中
部
森
林
管
理
局
岐
阜
森
林
管
理
署
長
）

▽
千
葉
森
林
管
理
事
務
所
長

千
葉

美
辰

（
下
越
森
林
管
理
署
長
）

新
規
採
用
者
の
紹
介



私
が
、
森
の
所
有
形
態
に
は
色
々
あ
る

と
知
っ
た
の
は
、
学
校
林
活
動
を
始
め
た

と
き
で
あ
っ
た
。

オ
イ
ス
カ
は
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に

「
子
供
の
森
計
画
」
を
推
進
し
て
い
た
が
、

国
内
で
の
取
り
組
み
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で

い
な
い
10
年
ほ
ど
前
、
国
内
版
「
子
供
の

森
」
と
し
て
学
校
林
活
動
が
始
ま
っ
た
。

学
校
林
と
言
え
ば
当
然
、
学
校
が
所
有

し
て
い
て
、
学
校
と
打
合
せ
が
で
き
れ
ば

簡
単
に
入
っ
て
い
け
る
も
の
と
思
っ
て
い

た
の
だ
が
、
こ
こ
の
学
校
は
県
有
林
で
す

か
ら
県
と
、
こ
こ
は
市
有
林
で
す
か
ら
市

と
、
と
い
う
よ
う
に
土
地
の
所
有
者
と
立

木
の
所
有
者
、
管
理
者
が
別
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
と
話
し
合
う
必
要
が
あ
っ
た
。
そ

の
中
の
何
校
か
が
国
有
林
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
山
梨
森
林
管
理
事
務
所
と
の
お

付
き
合
い
が
始
ま
り
、
今
で
は
「
学
校
林
・

遊
々
の
森
」
全
国
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
ま
で

ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く
関
係
に
な
っ
た
。

単
純
な
動
機
で
始
ま
っ
た
学
校
林
は
、

多
く
の
可
能
性
を
秘
め
た
活
動
に
発
展
し

て
い
る
。
学
校
林
は
未
来
を
担
う
子
ど
も

達
の
授
業
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
多
く
の

学
び
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
整
備
活

動
を
通
じ
、
地
域
と
学
校
の
関
わ
り
が
深

く
な
り
、
地
域
全
体
の
環
境
保
全
活
動
の

場
に
発
展
し
、
地
域
で
の
暮
ら
し
の
中
に

森
林
が
深
く
関
わ
り
、
多
く
の
恵
み
を
も

た
ら
し
て
く
れ
て
い
る
事
も
改
め
て
実
感

で
き
る
。

そ
の
後
は
火
事
で
消
失
し
た
国
有
林
の

再
生
に
、
企
業
と
共
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
、
現
在
も
続
い
て
い
る
。

最
近
の
森
林
は
単
な
る
木

材
生
産
の
た
め
の
林
業
経
営

が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

公
益
的
機
能
が
十
分
発
揮
で

き
る
整
備
活
動
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
森
林
の

持
っ
て
い
る
機
能
を
十
分
に

発
揮
さ
せ
る
生
態
系
管
理
も

求
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
従
来
の
林

業
と
し
て
の
森
林
整
備
に
と

ど
ま
ら
ず
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の

調
査
（
も
と
も
と
の
天
然
林

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
？

ど

ん
な
動
植
物
が
生
息
し
て
い

た
か
？
な
ど
）
が
、
必
要
と

な
っ
て
く
る
。
そ
の
調
査
に

基
づ
き
、
森
林
の
整
備
を
行

う
事
が
生
態
系
管
理
に
繋
が
っ

て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
オ
イ
ス
カ
が
実
施
す
る
森
づ

く
り
は
、
単
に
植
栽
、
下
刈
り
、
間
伐
な

ど
の
施
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
態
系
管
理

を
目
指
し
植
栽
前
の
潜
在
動
植
物
調
査
、

植
栽
後
に
は
ど
の
よ
う
な
生
態
系
の
変
化

が
み
ら
れ
る
か
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
は

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

企
業
を
は
じ
め
一
般
の
方
の
森
林
に
対

す
る
関
心
や
意
識
は
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

の
状
況
を
一
過
性
の
も
の
で
終
わ
ら
せ
る

こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
、
森
林
保
全
活
動
を
安
全
に

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

平成２２年５月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７４号 （６）

ふれあいの森（甲府商工会議所による植樹を支援）

遊々の森（甲府市立里垣小学校による間伐体験を支援）

多様な活動の森（ＡＮＡインターコンチネンタルホテル東京による植樹を支援）



私が勤務している花咲森林事務所と鎌田森林事務所は、
はなさく

尾瀬で有名な群馬県片品村に所在し、日光白根山、三ヶ

峰、武尊山などに囲まれた約9,500㌶の国有林を管理し

ています。

片品村は、春から秋は尾瀬や登山に向かう観光客、冬

はスキー場に訪れる人々で賑わう観光事業が盛んな村で、

管内の国有林にある５箇所のスキー場も地域の活性化に

貢献しています。また都心から比較的近いため、自然体

験・林業体験の場としても国有林は大きく期待されてい

ます。

森林官としての業務は、造林等の請負契約の監督や収

穫調査、巡検作業（国有地と民有地との境界の調査）に

国有地の貸付業務、森林パトロールなど沢山あります

が、すべては対象となる山が分からなければ始まりま

せん。

当事務所は、森林官1人での勤務となっていますが、

地元の方々の協力もあり、国有地と民有地の境界や各

種作業を行いながら周辺の状況などを話していただけ

るので、山の手入れを行う上で心強い存在となってい

ます。

また、最近ではクマやシカによる立木の剥皮被害が

目立ってきており、現在、管内の被害状況を確認した

り、役場や森林組合から民有地での被害の状況や対策

を聞くなど情報収集をしています。山をよく知るＯＢの

方や地元の方の意見を踏まえながら、今後、より積極的

な対策を講じていかなければならないと考えています。

さて、事務所がある花咲地域は、昔から国有林との

結びつきが深いところです。今でも「担当区さん（森

林官の旧称）」と気軽に声をかけいただけるほか、山

開きや山神祭、学校の入学式など地域の行事には必ず

招待していただいております。昔、国有林の仕事に関

わったことがある方も多く、こうした交流は片品村や

管内の山に関する情報を得る貴重な機会となっていま

す。最近は森林事務所と地域の関係が希薄になってい

るという話も聞きますが、今後も地元の声を聞きなが

ら、互いに支え合える関係を続けていきたいと思ってい

ます。

早くも森林官として最初の１年が過ぎました。年間の流れ

がつかめず、何をするにも分からないことだらけで焦る日々

もありました。空回りすることも多々ありましたが、諸先輩

方や地元の皆さんに支えられ、沢山のことを学びました。ま

だまだ半人前ですが、数百年先に残したい森林の姿を思い描

きながら、自分のできることを精一杯、楽しんでやっていき

たいと思います。

（７）平成２２年 ５月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７４号

日本百名山 武尊山

地味だけど大切な巡検作業

剥皮被害の調査

体験林業でブナを植えました。
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草津白根山は群馬県吾妻郡草津町の国有林に位置

する白根山（2,162㍍）、逢ノ峰（2,110㍍）、本白

根山（2,171㍍）の３山の総称で、長い歴史のある活

火山です。現在の草津温泉街がある台地は、約30万

年～35万年前の白根山の大火砕流によってできたも

のです。

全国に白根と名の付く山はいくつかありますが、

白根は白峰あるいは白嶺から付いたといわれていま

す。この白根山も名の由縁どおり山頂付近は白い山

肌が広がっていますが、1882年の噴火以前は鬱蒼と

した森林に覆われていたといわれています。

白根山頂には頂上らしきものはありませんが、そ

の付近には幾つかの噴火口があり荒々しい姿を見せ

ています。周辺には火口湖が三つ並んでいて、中央

の大きいものが湯釜と呼ばれ、直径300㍍の雄大な湖

面には世界で有数の強酸性の神秘的なエメラルドグ

リーンの湖水が広がり、褐色の火口壁とのコントラ

ストが魅力的ですが、現在は、火山活動の危険性か

ら火口半径500㍍以内は立入り禁止となっているため、

近くでは見られません。

南部に位置する最高峰の本白根山では、高山植物の女王

コマクサの大群落が見られます。これは数十年前から盗掘

により絶滅寸前だったコマクサを復元させようと、情熱を

傾けられた地元個人の方の地道な活動から始まったもので、

今では草津中学校の生徒、地元有志、自然保護団体等の多

くの方々の活動よって復元された貴重な群落です。

厳しい自然環境の中に生き抜く可憐な姿は、多くの観光

客・登山者等の心を癒してくれます。この地元の人達の努

力の結晶であるコマクサ等を守るために、吾妻森林管理署

では地域の方々と連携しながらパトロール等の保護活動に

積極的に取り組んでいます。

（吾妻森林管理署 広報広聴連絡官）

横手山ヒュッテ方面から見た白根山

平成２２年 ５月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７４号（８）

遊歩道から見た湯釜

高山植物の女王コマクサ
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小千谷市浦柄被災状況
（平成16年10月撮影）

小千谷市浦柄完了状況
（平成19年７月撮影)

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/koho/event/index.html

